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I.は じめに

　生活習慣病の危険因子 とされる高血圧 は長期間、放置

してお くと動脈硬化を招 き、心疾患や脳血管疾患等の合

併症を引 き起 こすことが知られている。それゆえ、健康

寿命の延伸 を目指すためには、高血圧 を予防し改善する

ことは急務 といえる。

　 リグノフェノール(Lignophenol、 以下LPと 略する)

は、木材や植物の茎に多 く含 まれる成分であるリグニン

か ら 「相分離変換システム」により得 られる新素材であ

る1)。このシステムにより、 リグニ ンはフェノール性水

酸基を複数付加 した有機化合物 となる。現在、木材用の

接着剤や感光性材料、高吸水性樹脂、包装 ・貼合用 フィ

ルムなど多方面での工業的応用化が進んでいる。一方、

これまで、我々は試験管内(in　vitro)実 験においてLP

が抗酸化作用2)や 重金属により生 じるアポ トーシスの抑

制作用3)な どの生理機能があることを見出して きた。 し

かしなが ら、LPの 生体内(in　vivo)で の生理調節機能

に関してはほとんど知 られていない。

Ⅱ.目 的

　本研 究 では、LPの 生 理調節機 能 を明 らか にす るため

に1%食 塩水 を負 荷 した脳卒 中易発 症 高血圧 自然発 症

ラ ッ ト(Stroke-phone　 spontaneously　 hypertensive

rat;SHRSP)に 異 な る濃 度のLPを 投 与 し、　LPが 血圧

上昇 を抑 制す るか どうか を検討 した。 また、 も し、血圧
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血漿中のナ トリウム及びカリウム濃度は、対照群 と3%

投与群には著しい差はみられなかった。また、血漿中の

Na/K比 はいずれの群において も有意な差は認められな

かった。

　対照群 と3%投 与群の尿中ナ トリウム濃度 を比較す

る と、3%投 与 群 で有意 な高 値 が認 め られ た。(p

<0.05)。 このことは、LPは 過剰なナ トリウムや塩素の

尿中へ排泄を促すことを示 している。一方、尿中カリウ

ム濃度はいずれの群においても有意な差はみられなかっ

た。

上昇を抑制するならば、体内のナ トリウム及びカリウム

代謝に与えるLPの 影響を検討 した。

4.LP投 与の糞中ナ トリウム及びカリウム濃度へ及ぼ

　 す影響

　 糞lgあ た りのナ トリウム濃度はいずれの群 において

も有意な差は認められなかったが、1日 あた りの糞中ナ

トリウム濃度は、対照群 と3%投 与群 と比べると、3%

投与群でやや高 くなる傾向がみられた。この傾向は糞量

の増加に応 じる傾向を示 した。また糞中カリウム濃度は

対照群 と3%LP投 与群を比較すると、3%投 与群が

有意に低値を示 した(p<0.05)。 糞中Na/K比 はいず

れの群においても有意な差は認められなかったが、対照

群に比べて、3%投 与群で増加する傾向にあった。これ

らの結果か ら、LP投 与は糞量を増やし、ナ トリウムの

体内への摂取を抑制する可能性が示唆された。 また、L

P投 与は体内から糞中へのカリウムの損失を抑制するこ

とが考え られた。

　以上のことか ら、LP投 与 したSHRSPの 収縮期血圧が

有意に低下 し、LPは 血圧上昇抑制作用を有することが

わかった。また、LP投 与は尿中へのナ トリウムの排泄

を促 し、糞中へのカリウムの損失を抑制することが考え

られた。 この機序については、さらに研究が必要である

が、LPは 少なくとも、ナ トリウムやカリウム代謝を調

節 し、血圧上昇を抑制する可能性が示唆された。

Ⅲ

.研 究方法

1.実 験動物及び投与

　 5週 齢の雄性SHRSPを 用いた。馴化後、8週 齢から

SHRSPに0%(対 照)、0.12%、0.6%及 び3%LP添 加

群に分け、5週 間投与 した。飲料水は1%食 塩水 を与え、

飼料 とともに自由摂取 とさせた。なお、LP(分 子量約

21000)は(株)マ ル トーから供与された。

　収縮期血圧 は2週 に1回 測定 した。解剖時に採血 し、

心臓、腎臓、脳及び肝臓 を摘出した。24時 間採尿及び採

糞はLP投 与 開始後4週 目に代謝ケージを用いて行っ

た。血漿、尿及び糞中のナ トリウム及びカリウム濃度を

イオン選択性分析装置富士 ドライケムまたは高周波プラ

ズマ質量分析装置(ICP-MS)を 用いて測定 した。

Ⅳ.結 果及び考察

1.体 重及び臓器重量の変化

　体重は投与5週 目に3%投 与群でやや減少がみ られた

が、投与期 間を通していずれの群 において も有意差はみ

られなかった。臓器重量 も各群問で著 しい差はみ られな

かった。

2.LP投 与の収縮期血圧へ及ぼす影響
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Fig.1. Effect of lignophenol 

stroke-phone spontaneously 

0%LP group (m4-7).

　Fig.1に 示すように、投与5週 目に対照群 と3%投 与群

の収縮期血圧 を比べると、およそ20mmHgほ ど3%投 与

群が有意に低かった。この結果は、LP投 与が血圧上昇

を抑制することを示 している。

3　 LP投 与の血漿 ・尿中ナ トリウム及びカリウム濃度

へ及ぼす影響
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